
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選

No.627
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売
り
出
し
の
テ
ン
ト
の
下
で
立
ち
し
ま
ま

バ
ナ
ナ
一
本
分
け
て
食
べ
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

校
内
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
話
は
ず
む

姉
妹
四
人
が
同
じ
高
校
卒
　
　
　
　
　
　
　
　
三
2

林
　
　
康
子

納
得
の
ゆ
か
ぬ
費
用
は
支
払
っ
て

見
る
こ
と
も
な
き
衛
星
テ
レ
ビ
　
　
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

八
歳
の
娘
が
見
舞
い
に
持
ち
て
来
ぬ

バ
ラ
の
折
り
紙
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
　
　
　
　
　
里
　
　
児
玉
　
雅
枝

葉
の
先
に
雨
粒
の
つ
ゆ
光
ら
せ
て

ト
マ
ト
も
キ
ュ
ウ
リ
も
黄
の
花
咲
か
す
　
　
　
坂
3

竹
笠
千
代
子

海
に
向
く
墓
所
に
咲
き
た
る
浜
昼
顔
　
　
　
　
桜
6

豊
田
ト
ヨ
子

信
玄
の
隠
し
湯
ぬ
る
く
青
嵐
　
　
　
　
　
　
　
桜
4

赤
池
せ
つ
子
　

転
ば
ざ
る
体
操
習
ふ
梅
雨
さ
中
　
　
　
　
　
　
桜
6

小
谷
　
宣
子

六
月
の
森
林
浴
を
ゆ
っ
た
り
と
　
　
　
　
　
　
本
2

市
川
　
和
夫

病
む
妻
に
梔
子
の
香
の
風
入
る
る
　
　
　
　
　
本
3

中
野
　
好
一

夏
に
立
つ
三
面
哀
し
阿
修
羅
像
　
　
　
　
　
　
南
3

星
野
は
る
ひ

宮
参
り
昔
を
思
ひ
爽
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　
本
3

菊
地
原
武
昭

つ
や
つ
や
と
眩
し
き
ほ
ど
の
さ
く
ら
ん
ぼ
　
　
本
1

河
崎
　
シ
ズ

清
澄
の
頁
を
伏
せ
て
肩
の
凝
り
　
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

セ
ー
ル
ス
の
巧
み
な
話
術
買
わ
さ
れ
る
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

マ
イ
ブ
ー
ム
一
日
一
語
四
字
熟
語
　
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

ち
り
め
ん
で
お
手
玉
作
り
孫
の
笑
顔
　
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

彷
徨
っ
て
知
識
の
羅
列
暗
示
力
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
左
吉

ア
ジ
サ
イ
の
優
雅
に
触
れ
て
遊
歩
道
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

脳
の
錆
か
す
か
に
溶
か
す
力
あ
り
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

俄
か
雨
つ
い
つ
い
買
っ
た
傘
の
数
　
　
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子

い
ず
れ
も
場
所
は
川
口
保
健
所
で

A

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
講
演
会

日
　
時

9
月
5
日
（
土
）
午
後

1
時
半
〜
4
時

対
　
象
　
80
人
（
先
着
順
）

申
込
み

8
月
28
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
（
費
用
は
無
料
）

A

ね
ず
み
駆
除
の
講
習
会

日
　
時

8
月
24
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
11
時
半

内
　
容

家
庭
で
で
き
る
ね
ず
み

の
駆
除
と
防
除
（
費
用
は
無
料
）

申
込
み

8
月
3
日
（
月
）
〜
14

日
（
金
）
に
電
話
で

A

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

「
第
5
回
認
知
症
予
防
教
室
」

日
　
時

8
月
20
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

朗
読
と
簡
単
な
計
算
で

脳
を
活
性
化
さ
せ
ま
し
ょ
う

講
　
師
　
増
山
美
喜
枝
氏
（
朗
読

サ
ー
ク
ル
「
は
と
が
や
響
」）

対
　
象
　
30
人
（
費
用
は
無
料
、

当
日
参
加
も
可
能
）

持
ち
物

筆
記
用
具

申
込
み
・
問
合
せ

市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・
1
2

5
0

A

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
「
認
知
症
予
防
教
室
」

日
　
時

8
月
21
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
午
後
0
時
半

場
　
所

西
公
民
館
1
階
会
議
室

内
　
容

太
極
拳
（
動
き
や
す
い

服
装
と
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

講
　
師
　
菊
池
典
子
氏
（
太
極
拳

「
彩
の
会
」
指
導
員
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
（
費
用

は
無
料
）

持
ち
物
　
汗
拭
き

用
の
タ
オ
ル

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
2
8
0
・
5
2
2
2

対
　
象

次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
車
。
蘆
21
年
4
月
1
日
現
在

の
県
内
登
録
車
蘆
車
両
総
重
量
が

3
・
5
t
超
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
蘆
長

期
規
制
適
合
車
蘆
初
度
登
録
が
平

成
15
年
4
月
以
降

補
助
金
額
　
粒
子
状
物
質
減
少
装

置
装
着
費
用
の
4
分
の
1
以
内

（
上
限
額
＝
車
両
1
台
当
た
り
10

万
円
、
1
申
請
者
当
た
り
2
0
0

万
円
）
※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

申
込
み

22
年
1
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
県
環
境
部
青
空
再
生
課
ま

で
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
、
午

前
9
時
半
〜
11
時
半
、
午
後
1
時

〜
4
時
）
※
予
算
額
に
達
し
次
第

終
了
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
補
助

金
は
本
年
度
で
終
了
で
す
。

問
合
せ

県
環
境
部
青
空
再
生
課

1
0
4
8
・
8
3
0
・
3
0
6
3

「
事
故
な
ど
に
遭
遇
し
て
い
る

お
そ
れ
が
あ
る
」「
病
気
な
ど
を

苦
に
し
て
家
出
し
て
い
る
」な
ど
、

身
元
不
明
の
方
に
つ
い
て
、
ご
心

配
、
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

開
設
日

8
月
11
日
（
火
）
・
12

日
（
水
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
　

場
　
所

県
警
察
本
部
特
設
相
談

会
場
（
県
庁
第
2
庁
舎
6
階
）

問
合
せ

県
警
察
本
部
1
0
4

8
・
8
3
2
・
0
1
1
0
、
武
南

警
察
署
1
2
8
6
・
0
1
1
0

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

川
口
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

1
2
6
2
・
6
1
1
1

認
知
症
予
防
教
室

身
元
不
明
相
談
所

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
粒
子
状

物
質
減
少
装
置
装
着
補
助

エコポイント5000点で、カエルスタンプ会
に加盟する市内85店舗で使用できる商品券5,50
0円分と交換できます。また、カエルスタンプ
会では、発行した商品券の額面に応じて環境
寄付を行います。商品券への交換方法などは、
お問い合せください。
問合せ カエルスタンプ会事務局（商工会内）
1281・5555

「エコポイント」で、市内でお買い物を！



ー
2
人
分
）
を
記
入
し
、
〒
3
3

4
｜
0
0
0
3
鳩
ヶ
谷
市
坂
下
町

3
〜
2
〜
9
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務

局
・
阿
部
t
へ
※
8
月
15
日
必
着

問
合
せ

同
協
会
事
務
局
・
阿
部

t
1
2
8
1
・
4
3
9
7

日
　
時
　
9
月
6
日
〜
11
月
23
日

の
日
曜
・
祝
日
、
午
前
6
時
半
〜

8
時
半

対
　
象
　
高
校
生
以
上
の
初
心
者

20
人

費
　
用

3
0
0
0
円
（
保
険
代

を
含
む
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
・
高
橋
t
1
2
8
2
・
2

1
3
0

る
、
住
ま
い
の
相
談
（
耐
震
診
断
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
）、
子
ど
も
工
作
教
室
な
ど

問
合
せ

埼
玉
土
建
川
口
鳩
ヶ
谷

支
部
1
2
6
2
・
8
0
0
0

7
日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者

の
遺
児
を
対
象
に
、
父
等
の
戦
没

し
た
地
域
を
訪
れ
慰
霊
追
悼
を
し

ま
す
。
費
用
は
賛
助
金
と
し
て
一

律
10
万
円
（
沖
縄
は
5
万
円
）、

詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

7
日
本
遺
族
会
1
0

3
・
3
2
6
1
・
5
5
2
1

日
　
時

9
月
25
日
（
金
）
午
後

1
時
半
〜
4
時

場
　
所

川
口
リ
リ
ア

内
　
容

講
演
「
高
齢
者
の
気
を

つ
け
る
食
事
の
仕
方
」、
介
護
相
談

講
　
師

北
原
恵
子
氏
（
管
理
栄

養
士
・
埼
玉
赤
十
字
病
院
非
常
勤
講

師
・
県
看
護
協
会
介
護
教
室
講
師
）

問
合
せ

県
看
護
協
会
第
7
支
部

（
川
口
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

1
2
8
7
・
2
5
2
5

日
　
時

9
月
20
日
（
日
）
※
予

備
日
23
日
（
水
・
祝
日
）

場
　
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　

対
　
象

市
内
在
住
在
勤
者

費
　
用

1
組
2
0
0
0
円

（
中
・
高
校
生
は
1
0
0
0
円
）

申
込
み

往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
（
ペ
ア

学
生
も
可
）

申
込
み

は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
性
別
・
年
齢
・
種
目
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒
3
3
4
｜
0
0

0
3
鳩
ヶ
谷
市
坂
下
町
2
〜
9
〜

13
陸
上
競
技
協
会
事
務
局
・
小
野

t
へ
※
8
月
16
日
（
日
）
必
着
。

問
合
せ

同
協
会
事
務
局
・
小
野

t
1
2
8
1
・
3
6
9
7

日
　
時

8
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
2
時
半

場
　
所

さ
く
ら
公
園
（
桜
町
6

丁
目
）

内
　
容

地
元
建
設
職
人
に
よ

出
演
者

柳
家
小
は
ん
、
柳
月
三

郎
（
三
味
線
漫
談
）、
古
今
亭
菊

生
、
三
遊
亭
き
ん
歌
、
柳
家
さ
ん

若
、
古
今
亭
だ
ん
五

費
　
用

2
0
0
0
円
（
予
約
）、

2
2
0
0
円
（
当
日
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る

会
・
上
田
t
1
2
8
5
・
6
2
0
8

日
　
時

8
月
30
日
（
日
）
午
前

9
時
か
ら
　

場
　
所

戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
内
陸
上
競
技
場

対
　
象

中
学
生
以
上
（
一
部
小

日
　
時
　
8
月
23
日
（
日
）
午
前

9
時
半
か
ら
　

場
　
所
　
コ
ン
フ

ォ
ー
ル
東
鳩
ヶ
谷

集
会
所

費
　
用
　
1
2
0

0
円
（
昼
食
代
含
む
）

問
合
せ

中
山
t
1
2
8
5
・
8

1
7
1

日
　
時

8
月
21
日
（
金
）
午
後

6
時
半
開
演

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー
「
ダ
ヴ
」

11
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現
在
の
市
役
所
は
、
平
成
7
年

に
竣
工
し
た
。
昨
年
か
ら
屋
上
緑

化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
芝
と
芝

桜
が
植
栽
さ
れ
た
。
今
後
、
芝
桜

を
増
や
し
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
市
民

に
開
放
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長
に
な
っ
て
驚
い
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
市
民
が
庁
舎
を

実
に
よ
く
使
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

市
庁
舎
は
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
り
、市
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
。

行
政
運
営
に
支
障
が
な
け
れ
ば
市

民
が
利
用
す
る
こ
と
は
当
然
の
事

で
あ
る
。
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
や
2
階
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
、
積
極
的
に
貸
出
し
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
駐
車
場
の
利
用
度
も

高
い
。
今
後
、
庁
舎
会
議
室
の
土

日
開
放
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。さ

て
、
こ
の
よ
う
な
庁
舎
の
活

用
に
つ
い
て
、
私
は
強
く
印
象
づ

け
ら
れ
た
経
験
が
あ
る
。

30
年
近
く
前
に
、
ウ
ィ
ー
ン
市

役
所
を
訪
問
し
た
時
の
こ
と
だ
。

ウ
ィ
ー
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

帝
国
の
首
都
と
し
て
発
展
し
た
。

今
で
も
文
化
、芸
術
の
都
で
あ
り
、

観
光
都
市
で
あ
る
。
城
壁
を
崩
し

て
造
っ
た
「
リ
ン
ク
」
と
呼
ば
れ

る
大
通
り
に
面
し
て
国
会
議
事

堂
、
市
役
所
、
大
学
、
美
術
館
、
オ

ペ
ラ
座
等
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

市
役
所
は
1
8
8
3
年
に
完

成
。
壮
麗
な
ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式

で
ま
る
で
宮
殿
の
よ
う
だ
。

シ
テ
ィ
・
ホ
ー
ル

こ
の
市
役
所
が
驚
く
ほ
ど
開
放

的
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
舞
踏
会
、

結
婚
式
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
と
様
々

な
目
的
で
利
用
さ
れ
て
い
る
の

だ
。
庁
舎
前
の
広
場
は
季
節
の
花

に
あ
ふ
れ
、
屋
台
が
並
び
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

春
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ク
リ
ス

マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大
変
有
名

だ
。訪

問
時
に
、
庁
舎
内
の
ホ
ー
ル

で
社
交
界
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
若
者

達
が
盛
装
で
練
習
に
励
む
姿
に
会

い
、
本
当
に
感
激
し
た
。

当
時
、
私
は
市
長
と
い
う
重
責

を
担
う
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ

た
。
時
折
思
い
出
す
ザ
ッ
ハ
ト
ル

テ
や
ブ
ラ
ウ
ナ
ー
コ
ー
ヒ
ー
の
味

と
と
も
に
、
ウ
ィ
ー
ン
市
役
所
で

の
貴
重
な
体
験
を
本
市
に
お
い
て

も
生
か
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

第
33
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

将
棋
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

初
心
者
早
朝
教
室

体
協
杯
ミ
ッ
ク
ス

ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

蕨
・
戸
田
・
鳩
ヶ
谷
市
陸
上
競
技
協
会

県
南
３
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

第
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桜町 1丁目自治会が、21年度宝く
じ助成で、自治会館のエアコン・
冷蔵庫など12品目を整備しました。

自治会のコミュニティ活動が一層活発になり、明るく
住みよい地域づくりにつながるものと期待されます。

【【宝くじ助成で備品整備宝くじ助成で備品整備】】

※宝くじ助成は、（財）自治総合センターが、コミュニティの健全な発
展と宝くじの普及・広報を目的として、コミュニティ活動に必要な備
品の整備に対して行っています。詳しくは自治振興課・内線5522へ


